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当日のご意見等

 ＣＯＮＰＡＳの取り組み状況について【説明：近畿地方整備局】

令和４年８～９月に実施した大阪港DICT 第２回CONPAS試験運用（輸入コンテナ実入り・搬出）の実施概要及び効果
検証の結果等について説明。

 夢洲における物流交通対策の進捗状況等について【説明：大阪港湾局】

夢洲等における交通インフラ整備の進捗状況、万博開催時の物流交通対策の進捗状況や、夢洲関連事業の工事車両へ
の対応等について説明。

 ２０２５大阪・関西万博における来場者輸送対策について【説明：2025年日本国際博覧会協会】

今年度10月に策定された「大阪・関西万博来場者輸送具体方針（アクションプラン）初版」を踏まえた来場者輸送対
策について説明。

資料説明

意見概要

 夢洲内での車両待機場の整備について

貨物量が増加すれば、夢洲内の車両待機場の容量不足が懸念されるため、万博開催が約２年後に迫る中、万博期間中
に想定外のトラブルが発生しないよう、車両待機場の追加整備等の対策をスピーディーに検討する必要。

 万博開催時の港湾荷役作業員の通勤について

港湾荷役作業は船が来たら待ったなしで行う必要があるため、港湾荷役作業員が通勤する際に、万博関係の渋滞に巻
き込まれ、本船荷役作業に支障が生じることのないようにする必要。

 万博開催時における交通円滑化に向けた検討体制等について

万博開催時における交通円滑化に向けて、夢洲を通過する車両への対策も含め、今後、より具体的かつ詳細に対応策
等を議論していく必要があるため、検討体制を考える必要。








